有人警備業務仕様書

この仕様書は、社屋警備の内容を示すものであるが、この仕様書に記載されていない事項であっても、これに付随して必要と認められる軽微な部分については、契約金額の範囲内で実施するものとする。

１　業務名称
地方独立行政法人　大阪健康安全基盤研究所森ノ宮センター　有人警備業務

２　履行場所及びポスト数
大阪市東成区中道１丁目３－６９
地方独立行政法人　大阪健康安全基盤研究所森ノ宮センター　本館
１ポスト

３　履行期間
平成２９年１０月１日（日）から平成３２年１０月１日（木）まで
開始日時　：　平成２９年１０月１日　　９時００分
終了日時　：　平成３２年１０月１日　　９時００分
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４　方法
(1)　社屋警備に当たっては、受注者は、その警備員（制服、制帽を着用し、身分証明書を携行のこと。）を１ポスト（人）常駐させ、必要な器具、器材を常置するものとする。
(2)　前項の警備員は、誠実で責任感ある心身ともに健全な者を配置するものとする。

５　警備時間の範囲
(1)　警備業務を行う時間は、次のとおりとする。
ア　平　　　日　　　１７時４５分から翌日９時００分まで
イ　土曜日･日曜日･休日　　　　９時００分から翌日９時００分まで
　＊年末年始（１２月２９日から翌年１月３日まで。）を含む。
　上記ア、イの時間の内、２２時から翌日６時３０分までは原則として睡眠時間とする。
(2)　前項の規定にかかわらず、法人職員の勤務時間を変更した場合は、それに伴いその時間を変更するものとする。


６　業務内容
社屋、設備等財産の保全のため、受注者はその警備員を指揮、監督して次の業務を行うものとする。
(1)　出入人の確認、社屋全般の戸締りの確認、火気の点検を行うこと。
(2)　巡視は、巡回時計を携行し、定められた経路にそって次のとおり行うこととし、戸締り、火気の点検に留意すること。
ア　平　　　日
①　１９：００～２０：００
②　２１：００～２２：００
※別館最終退所者確認後、別館機械警備装置のセットを行うこと。
③　翌朝６：３０～８：３０
　　※別館機械警備装置の解除を行うこと。
イ　土曜日･日曜日･休日
①　１０：００～１１：００
②　１３：３０～１４：３０
③　１７：００～１８：００
④　１９：３０～２０：３０
　　※別館最終退所者確認後、別館機械警備装置のセットを行うこと。
⑤　翌朝６：３０～８：３０
　　※別館機械警備装置の解除を行うこと。
(3)　翌朝玄関等の開扉を行うこと。（土曜日･日曜日･休日に緊急検査の検体搬入があった場合は、対応職員の指示に従い玄関の開扉等を行うこと。）
(4)　火災、盗難等非常事態が発生する恐れのあるとき、又は発生したときは、警備員は、直ちにあらかじめ指定した関係機関及び法人職員に連絡するなど臨機の措置を講ずること。
(5)　無断で社屋内に立ち入った者、及び挙動不審者を発見したときは、社屋外に退去を命ずるとともに必要な措置を講ずること。
(6)　外来文書、電話及び電報の処理は、発注者が定めるところにより処理すること。
(7)　鍵、その他の物品を引き継いだときは、管理を十分に行い、勤務終了後職員に引き渡すものとする。
(8)　警備日報を記録すること。
(9)  国旗・社旗の掲揚を行うこと。（ただし、土曜日･日曜日･休日は除く）
 (10)　職員の勤務時間終了後、緊急事態が発生したときは、処置を施すと同時に、別途指示する連絡先へ速やかに連絡し、その指示に従って対処すること。

(11)　警備員が病欠等で勤務出来ない場合は、受注者は速やかに代替要員を派遣し、業務に支障のないようにすること。

７　負担範囲と資機材等管理
　(1)　発注者及び受注者の負担の範囲
　　ア　発注者の負担　
①　光熱水費
業務の実施に必要な電力、水道及びガス等の光熱水費は、契約書等に別に記載がある場合以外は発注者の負担とする。
　　　　　②　控室の利用
控室（本館１階警備員宿直室　１３．０８㎡）は、本業務を遂行するに当たり必要不可欠なため、発注者が受注者に対して提供するものとする。
イ　受注者の負担　
次に掲げるものは、契約書等に別に記載がある場合以外は受注者の負担とする。
　　　　　①　関係法令に基づく官公署その他の関係機関への必要な届出手続、検査手数料等に関する費用等
　　　　　②　契約図書で規定する各種報告書の用紙等
　　　　　③　控室等で使用する備品等

